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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第６期
第３四半期
連結累計期間

第７期
第３四半期
連結累計期間

第６期

会計期間
自　平成28年１月１日
至　平成28年９月30日

自　平成29年１月１日
至　平成29年９月30日

自　平成28年１月１日
至　平成28年12月31日

売上高 (千円) 6,954,112 4,987,790 9,689,298

経常損失(△) (千円) △458,681 △1,930,036 △349,420

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失(△)

(千円) △699,424 △1,951,254 △551,412

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △758,400 △1,964,730 △635,008

純資産額 (千円) 6,116,298 4,134,544 6,082,875

総資産額 (千円) 9,065,894 6,328,824 8,914,740

１株当たり四半期(当期)
純損失金額(△)

(円) △20.32 △58.17 △16.10

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 67.1 65.0 67.9
 

　

回次
第６期
第３四半期
連結会計期間

第７期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成28年７月１日
至　平成28年９月30日

自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) (円) △24.95 △29.84
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四

半期(当期)純損失であるため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

なお、第２四半期連結会計期間において、Game Creator Incubation 有限責任事業組合から脱退したため、持分法

適用の範囲から除外しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業

等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外情勢の不安定さや金融資本市場の急激な変動リスクがある

ものの、雇用・所得環境の改善が続き、緩やかな回復基調で推移しました。

　このような状況の中、国内のスマートフォン向けオンラインゲーム市場は、国内ゲーム会社による積極的な新規

タイトルのリリースに加え海外ゲーム会社からの参入も目立ってきております。競合各社による個別タイトルの

シェア争いにおいては、リリース前からお客様への認知度を高めるための先行マーケティングや、さらなる品質の

向上もみられ、スマートフォン向けオンラインゲームの事業環境は厳しさを増しております。

　当社グループにおきましては、オンラインゲーム事業のさらなる成長及びシェアの拡大を目指し、引き続きサー

ビス中タイトルの拡充に取り組みました。

　サービス中タイトルにつきましては、主力である『剣と魔法のログレス　いにしえの女神』は新規ユーザーの獲

得を目指し、他社IPとのコラボレーションやテレビコマーシャルを実施しました。また、『LOGRES（英語版ログレ

ス）』に関しましては、海外でも人気の高い日本のIPとコラボレーションをすることでアクティブユーザー数の増

加に取り組みました。

　また、開発中タイトルにつきましては、年内リリース予定を発表した『CARAVAN STORIES』が、東京ゲームショウ

2017への参加やアイドルユニットのプロデュースなど積極的に先行プロモーションに取り組みました。

当第３四半期連結累計期間の連結業績については、主力タイトルである『剣と魔法のログレス　いにしえの女

神』の課金ユーザー数が低調に推移したことによる減収、および開発中タイトルへの人件費や業務委託費が増加し

た結果、売上高は4,987百万円（前年同四半期比△28.2％減）、営業損失は1,926百万円（前年同四半期は436百万円

の営業損失）、経常損失は1,930百万円（前年同四半期は458百万円の経常損失）となり、親会社株主に帰属する四

半期純損失は1,951百万円（前年同四半期は699百万円の四半期純損失）となりました。
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(2) 財政状態の分析

資産につきましては、前連結会計年度末に比べ2,585百万円減少し、6,328百万円となりました。これは主とし

て、現金および預金の減少1,965百万円、売掛金の減少790百万円によるものであります。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ637百万円減少し、2,194百万円となりました。これは主として、

長期借入金の減少412百万円、前受金の減少80百万円によるものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ1,948百万円減少し、4,134百万円となりました。これは主とし

て、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上による利益剰余金の減少1,958百万円によるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2,055百万円であります。なお、当第

３四半期連結累計期間における研究開発活動の状況の重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 34,493,500 34,493,500
東京証券取引所
（マザーズ市場）

単元株式数は100株でありま
す。

計 34,493,500 34,493,500 ― ―
 

　（注）提出日現在発行数には、平成29年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年７月１日～
平成29年９月30日

― 34,493,500 ― 2,929,863 ― 2,919,863
 

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

949,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

33,542,400
335,424

株主としての権利内容に何ら限定のな
い当社における標準となる株式であり
ます。また単元株式数は100株であり
ます。

単元未満株式
普通株式

2,100
― ―

発行済株式総数 34,493,500 ― ―

総株主の議決権 ― 335,424 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）
株式会社Aiming

東京都渋谷区代々木二丁目１番１号 949,000 ― 949,000 2.75

計 ― 949,000 ― 949,000 2.75
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年１月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,855,027 4,889,321

  売掛金 1,395,971 605,436

  仕掛品 - 3,371

  貯蔵品 1,219 4,528

  その他 158,163 292,591

  流動資産合計 8,410,381 5,795,249

 固定資産   

  有形固定資産 81,529 72,470

  無形固定資産 54,063 52,843

  投資その他の資産 368,766 408,260

  固定資産合計 504,359 533,574

 資産合計 8,914,740 6,328,824
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 258,113 211,637

  1年内返済予定の長期借入金 549,600 549,600

  未払法人税等 10,188 7,181

  賞与引当金 - 56,434

  未払消費税等 47,451 -

  その他 605,136 423,860

  流動負債合計 1,470,489 1,248,714

 固定負債   

  長期借入金 ※１  1,338,200 ※１  926,000

  長期未払金 23,175 19,565

  固定負債合計 1,361,375 945,565

 負債合計 2,831,865 2,194,279
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,929,863 2,929,863

  資本剰余金 2,919,863 2,930,772

  利益剰余金 654,485 △1,304,122

  自己株式 △450,865 △438,842

  株主資本合計 6,053,345 4,117,669

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 2,488 865

  その他の包括利益累計額合計 2,488 865

 新株予約権 16,000 16,000

 非支配株主持分 11,041 8

 純資産合計 6,082,875 4,134,544

負債純資産合計 8,914,740 6,328,824
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 6,954,112 4,987,790

売上原価 2,070,342 2,949,128

売上総利益 4,883,769 2,038,661

販売費及び一般管理費 5,320,321 3,965,289

営業損失（△） △436,552 △1,926,627

営業外収益   

 受取利息 950 192

 為替差益 4,612 -

 受取手数料 775 2,900

 雇用調整助成金 1,590 2,480

 その他 5 337

 営業外収益合計 7,933 5,910

営業外費用   

 支払利息 6,172 5,968

 株式交付費 30 -

 持分法による投資損失 22,242 549

 その他 1,618 2,801

 営業外費用合計 30,062 9,319

経常損失（△） △458,681 △1,930,036

税金等調整前四半期純損失（△） △458,681 △1,930,036

法人税、住民税及び事業税 15,398 14,296

法人税等調整額 278,424 18,773

法人税等合計 293,822 33,070

四半期純損失（△） △752,504 △1,963,107

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △53,079 △11,852

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △699,424 △1,951,254
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純損失（△） △752,504 △1,963,107

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 △5,896 △1,623

 その他の包括利益合計 △5,896 △1,623

四半期包括利益 △758,400 △1,964,730

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △705,318 △1,952,877

 非支配株主に係る四半期包括利益 △53,082 △11,853
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 

 

(追加情報)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日　至　平成29年９月30日)

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
 

 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 財務制限条項

　借入金650,000千円（平成28年４月26日締結のコミットメントライン契約）には、以下の財務制限条項が付されてお

ります。

①各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表における純資産の部の金額を、前年同期比80％以上に維持する

こと。

②各年度の決算期の末日における単体の貸借対照表における純資産の部の金額を、前年同期比80％以上に維持する

こと。

③各年度の決算期における連結の損益計算書に示される営業損益および経常損益を損失とならないようにするこ

と。

④各年度の決算期における単体の損益計算書に示される営業損益および経常損益を損失とならないようにするこ

と。

⑤各年度の決算期における連結の貸借対照表に示される現預金を20億円以上とすること。

⑥各年度の決算期における単体の貸借対照表に示される現預金を20億円以上とすること。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

 減価償却費 24,596千円 31,430千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成28年１月１日　至　平成28年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年2月12日
取締役会

普通株式 172,195 5.00 平成27年12月31日 平成28年3月31日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

　当社は、平成28年８月12日開催の取締役会において、会社法（平成17年法律第86号。その後の改正を含みま

す。）第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づく自己株式の取得及びその具体

的な取得方法として自己株式の市場買付けを行うことを決議し、自己株式を取得いたしました。

　これにより、当第３四半期連結累計期間において自己株式が276,134千円、自己株式数が562,300株それぞれ増加

しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成29年１月１日　至　平成29年９月30日)

１　配当金支払額

該当事項はありません。

 
２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、オンラインゲーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目

前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
至　平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
至　平成29年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △20円32銭 △58円17銭

 　(算定上の基礎)   

 　親会社株主に帰属する四半期純損失額（△）(千円) △699,424 △1,951,254

 　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失
金額（△）(千円)

△699,424 △1,951,254

 　普通株式の期中平均株式数(株) 34,419,803 33,542,943

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損

失金額であるため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社Ａｉｍｉｎｇ(E31348)

四半期報告書

18/20



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成29年11月14日

株式会社Aiming

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  轟　芳英　　　　　　    印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  小出　健治　　　　　    印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Aiming

の平成29年１月１日から平成29年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年１月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Aiming及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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